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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

〔エックス線の管理に関する知識〕 

問１ エックス線に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）エックス線の光子は、電子と同じ質量をもつ。 

（２）エックス線は、直接電離放射線である。 

（３）連続エックス線は、高エネルギー電子が原子核近傍の強い電場を通過するとき急に減速さ

れ、運動エネルギーの一部を電磁波の形で放出するものである。 

（４）エックス線管の管電圧と管電流が一定の場合、ターゲット元素の原子番号が大きいほど、

連続エックス線の最短波長は短くなる。 

（５）制動エックス線は、軌道電子が、エネルギー準位の高い軌道から低い軌道へと遷移すると

きに発生する。 

 

 

 

問２ 特性エックス線に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）特性エックス線の波長は、ターゲット元素の原子番号が大きくなると長くなる。 

（２）特性エックス線は、原子核のエネルギー準位の遷移に伴い、原子核から放出される。 

（３）管電圧が、K 系列の特性エックス線を発生させるのに必要な最小値である K 励起電圧を下

回るときは、他の系列の特性エックス線も発生することはない。 

（４）K 殻電子が電離されたことによって特性エックス線が発生することをオージェ効果とい

う。 

（５）ターゲット元素がタングステンの場合の K 励起電圧は、タングステンより原子番号の小さ

い銅やモリブデンの場合に比べて高い。 

 

 

 

問３ エックス線装置の管電圧を一定にして、管電流を増加させた場合に、発生する連続エック

ス線に認められる変化として、正しいものは次のうちどれか。 

（１）全強度は、管電流に比例して大きくなる。 

（２）最大強度を示す波長は、短くなる。 

（３）最短波長は、短くなる。 

（４）最大エネルギーは、管電流に比例して大きくなる。 

（５）発生効率は、管電流にほぼ比例して高くなる。 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問４ エックス線と物質との相互作用に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）コンプトン効果により散乱されるエックス線の中には、入射エックス線より波長の短いも

のがある。 

（２）コンプトン効果は、必ず特性エックス線の発生を伴う。 

（３）光電効果が生じる確率は、入射エックス線のエネルギーが増大すると、コンプトン効果に

比べて急激に低下する。 

（４）光電効果により光子エネルギーが原子に吸収されて光子は消滅し、このとき入射エックス

線に等しい運動エネルギーを持つ電子が放出される。 

（５）電子対生成は、入射エックス線のエネルギーが、電子 1 個の静止質量に相当するエネルギ

ー以上であるときに生じる。 

 

 

 

問５ 単ーエネルギーの細いエックス線束が物体を透過するときの減弱に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。 

（１）鉄の半価層は、鉛の半価層より大きい。 

（２）半価層の値は、エックス線の線量率が高くなっても変化しない。 

（３）軟エックス線の場合は、硬エックス線の場合より、半価層の値が小さい。 

（４）エネルギーが 1MeV 程度までのエックス線に対する鉄の半価層の値は、エックス線のエネ

ルギーが高くなるほど大きくなる。 

（５）1/10 価層 H（cm）と半価層 h（cm）との間には、次の関係がある。 

H＝
loge2

loge10
 h 

 

 

問６ エックス線の散乱に関する次の文中の［  ］内に入れる A から C の語句又は数値の組合

せとして、正しいものは（１）～（５）のうちどれか。 

「エックス線装置を用い、管電圧 200kV で、厚さが 20mm の鋼板及びアルミニウム板のそ 

れぞれにエックス線のビームを垂直に照射し、散乱角 135°の方向の後方散乱線の空気カー

マ率を、照射野の中心から 2m の位置で測定し、その大きさを比較したところ、［ A ］

の後方散乱線の方が小さかった。 

次に、同じ照射条件で、鋼板について、散乱角 120°及び 135°の方向の後方散乱線の空 

気カーマ率を、照射野の中心から 2m の位置で測定し、その大きさを比較したところ、

［ B ］の方向の方が小さかった。 

また、同じ照射条件で、鋼板について、散乱角 30°及び 60°の方向の前方散乱線の空気

カーマ率を、照射野の中心から 2m の位置で測定し、その大きさを比較したところ、

［ C ］の方向の方が小さかった。」 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

A       B      C 

（１）アルミニウム板   120°    60° 

（２）アルミニウム板   135°    30° 

（３）アルミニウム板   135°    60° 

（４）鋼板        120°    60° 

（５）鋼板        135°    30° 

 

 

 

問７ 単一エネルギーで太い線束のエックス線が物質を透過するときの減弱及び再生係数（ビル

ドアップ係数）に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）再生係数は、1 未満となることはない。 

（２）再生係数は、線束の広がりが大きいほど大きくなる。 

（３）再生係数は、入射エックス線のエネルギーや物質の種類によって異なる。 

（４）再生係数は、物質の厚さが厚くなるほど大きくなる。 

（５）太い線束のエックス線では、細い線束のエックス線より減弱曲線の勾配は緩やかになり、

見かけ上、減弱係数が大きくなる。 

 

 

 

問８ エックス線の利用に関する次の A から D の記述について、正しいものの全て の組合せは

（１）～（５）のうちどれか。 

A 被検査物体にエックス線を照射し、透過線の強度の違いから内部の構造を調べる手法をラジオ

グラフィ（透過撮影法）という。 

B 空港の手荷物検査装置は、被検査物体にエックス線を照射した結果発生する特性エックス線の

エネルギーを分析することにより、手荷物の検査を行う装置である。 

C 後方散乱線を利用する検査方法では、エックス線フィルム（又はエックス線検出器）を、被検

査物体の裏側ではなく、エックス線源と同じ側に配置して検査を行う。 

D 溶接による残留応力など金属にひずみがあると原子が規則正しく並んでいる格子間隔が正常値

からずれるので、エックス線の回折を利用して、ひずみの度合いを測定することができる。 

（１）A,B,C   （２）A,C,D   （３）A,D   （４）B,C   （５）C,D 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問９ 図Ⅰのように、鋼板に垂直に細い線束のエックス線を照射し、エックス線管の焦点から 5m

の位置で、透過したエックス線の 1cm 量当量率を測定したところ、16mSv/h であった。 

次に図Ⅱのように、この線束を厚さ 10mm の鋼板で遮蔽し、同じ位置で 1cm 線量当量率を

測定したところ 4mSv/h となった。 

この位置における 1cm 線量当量率を 0.5mSv/h 以下とするために必要な遮蔽鋼板の最小の

厚さは次のうちどれか。 

ただし、エックス線の実効エネルギーは変わらないものとする。 

また、散乱線の影響は無いものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）15mm   （２）20mm   （３）25mm   （４）30mm   （５）45mm 

 

 

 

問１０ 下図のように、エックス線装置を用いて鋼板の透過写真撮影を行うとき、エックス線管

の焦点から 3m の距離の P 点における写真撮影中の 1cm 線量当量率は 0.2mSv/h である。 

エックス線管の焦点と P 点を結ぶ直線上で、焦点から P 点の方向に 15m の距離にある 

Q 点を管理区域の境界の外側になるようにすることができる 1 週間当たりの撮影可能な写

真の枚数として、最大のものは（１）～（５）のうちどれか。 

ただし、露出時間は 1 枚の撮影について 120 秒間であり、3 か月は 13 週とする。 

 

 

 

 

 

 

（１）290 枚/週 

（２）375 枚/週 

（３）430 枚/週 

（４）530 枚/週 

（５）675 枚/週 

  

エックス線管 

の焦点 
P Q 

鋼板 

検査鋼板 
遮蔽鋼板 10mm 

測定点 

エックス線管 

の焦点 

5m 

図 Ⅱ 

検査鋼板 

測定点 エックス線管 

の焦点 

5m 

図 Ⅰ 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

〔関係法令〕 

問１１ 放射線業務従事者の被ばく限度として、労働安全衛生関係法令上、誤っているものは次の

うちどれか。 

ただし、放射線業務従事者は、緊急作業には従事しないものとし、また、被ばく限度に関

する経過措置の適用はないものとする。 

（１）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度 

    ……… 5 年間につき 100mSv、かつ、1 年間につき 50mSv 

（２）女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと診断されたもの及び妊娠と診断されたも

のを除く。）が受ける実効線量の限度 

    ……… 1 か月間につき 3mSv 

（３）放射線業務従事者が皮膚に受ける等価線量の限度 

    ……… 1 年間につき 500mSv 

（４）放射線業務従事者が眼の水晶体に受ける等価線量の限度 

    ……… 5 年間につき 100mSv 及び 1 年間につき 50mSv 

（５）妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹部表面に受ける等価線量の限度 

    ……… 妊娠と診断されたときから出産までの間につき 2mSv 

 

 

 

問１２ エックス線装置を取り扱う放射線業務従事者が管理区域内で受ける外部被ばくによる線

量を測定するために放射線測定器を装着する全ての部位として、労働安全衛生関係法令上、

誤っているものは次のうちどれか。 

（１）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が頭・頸
けい

部であり、次に多い部位が腹・大腿
たい

部である男性の放射線業務従事者 

 ……… 胸部及び頭・頸
けい

部 

（２）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が胸・上腕部であり、次に多い部位が手指で

ある男性の放射線業務従事者 

 ……… 胸部のみ 

（３）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が手指であり、次に多い部位が頭・頸
けい

部であ

る男性の放射線業務従事者 

 ……… 胸部及び手指 

（４）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が手指であり、次に多い部位が腹・大腿
たい

部で

ある女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと診断されたものを除く。） 

 ……… 腹部及び手指 

（５）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が頭・頸
けい

部であり、次に多い部位が手指であ

る女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと診断されたものを除く。） 

 ……… 腹部及び頭・頸
けい

部 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問１３ エックス線装置構造規格において、工業用等のエックス線装置のエックス線管に関する規

定について、次の文中の［  ］内に入れる A から C の語句又は数値の組合せとして、正

しいものは（１）～（５）のうちどれか。 

「コンデンサ式高電圧装置を有する工業用等のエックス線装置のエックス線管は、波高値に

よる定格管電圧が 200kV 未満のエックス線装置では、［ A ］の距離における利用線錐
すい

以

外の部分のエックス線の空気カーマ率が 2.6mGy/h 以下になるように、かつ、コンデンサ式

高電圧装置の充電状態であって、照射時以外のとき、［ B ］の距離におけるエックス線の

空気カーマ率が［ C ］µGy/h 以下になるように、遮蔽されているものでなければならな

い。」 

A            B           C 

（１） エックス線管の      エックス線管の        10 

焦点から 1m        焦点から 1m 

（２） エックス線管の      エックス線装置の       10 

焦点から 1m        接触可能表面から 5cm 

（３） エックス線管の      エックス線装置の       20 

焦点から 1m        接触可能表面から 5cm 

（４） エックス線装置の     エックス線管の        20 

   接触可能表面から 5cm   焦点から 1m 

（５）エックス線装置の     エックス線装置の       10 

接触可能表面から 5cm   接触可能表面から 5cm 

 

 

 

問１４ 次の A から E の事項について、電離放射線障害防止規則において、エックス線作業主任

者の職務として規定されているものの全ての組合せは（１）～（５）のうちどれか。 

A 特定エックス線装置の照射筒若しくはしぼり又はろ過板が適切に使用されるように措置するこ

と。 

B 外部放射線を測定するための放射線測定器について、所定の期間内ごとに校正すること。 

C 放射線業務従事者以外の者を管理区域に立ち入らせないように措置すること。 

D 管電圧が 150kV を超えるエックス線装置を放射線装置室に設置して使用するとき、装置に電

力が供給されている旨を自動警報装置によって関係者に周知させる措置が講じられているか

どうかについて点検すること。 

E 放射線業務従事者の外部放射線による線量の合計を厚生労働大臣が定める方法により算定し、

記録すること。 

（１）A,B   （２）A,C,E   （３）A,D   （４）B,D,E   （５）C,E 

 

 

 

 

 



 

7 

 
（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問１５ エックス線装置を用いて放射線業務を行う場合の管理区域に関する次の記述のうち、労働

安全衛生関係法令上、正しいものはどれか。 

（１）管理区域に一時的に立ち入る労働者についても、管理区域内において受ける外部被ばくによ

る線量を測定しなければならない。 

（２）管理区域には、放射線業務従事者以外の者が立ち入ることを禁止し、その旨を明示しなけれ

ばならない。 

（３）放射線装置室内で放射線業務を行う場合、その室の入口に放射線装置室である旨の標識を掲

げたときは、管理区域を標識により明示する必要はない。 

（４）管理区域内の見やすい場所に、放射線業務従事者が受けた外部被ばくによる線量の測定結果

の一定期間ごとの記録を掲示しなければならない。 

（５）管理区域とは、外部放射線による実効線量が 3 か月間につき 3mSv を超えるおそれのある区

域である。 

 

 

 

問１６ エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の管理区域に該当する部分の作業環境

測定に関する次の文中の［  ］内に入れる A から C の語句の組合せとして、労働安全衛

生関係法令上、正しいものは（１）～（５）のうちどれか。 

「作業場のうち管理区域に該当する部分について、1 か月以内（エックス線装置を固定して

使用する場合において使用の方法及び遮蔽物の位置が一定しているときは、［ A ］以内）

ごとに 1 回、定期に、作業環境測定を行い、その都度、測定日時、測定箇所、測定結果、［ B ］

等一定の事項を記録し、［ C ］保存しなければならない。」 

A            B             C 

（１）3 か月   放射線測定器の種類、型式及び性能    5 年間 

（２）3 か月   放射線測定器の種類、型式及び性能    30 年間 

（３）6 か月   放射線測定器の種類、型式及び性能    30 年間 

（４）6 か月   測定結果に基づき実施した措置の概要   5 年間 

（５）6 か月   測定結果に基づき実施した措置の概要   30 年間 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問１７ 電離放射線健康診断（以下「健康診断」という。）に関する次の記述のうち、労働安全衛生

関係法令上、誤っているものはどれか。 

ただし、労働者は緊急作業に従事しないものとする。 

（１）管理区域に一時的に立ち入るが、放射線業務に常時従事していない労働者に対しては、健康

診断を行う必要はない。 

（２）放射線業務歴のない者を雇い入れて放射線業務に就かせるときに行う健康診断において、医

師が必要でないと認めるときは、「白血球数及び白血球百分率の検査」を除く他の検査項目

の全部又は一部について省略することができる。 

（３）定期の健康診断において、医師が必要でないと認めるときは、「被ばく歴の有無の調査及びそ

の評価」を除く他の検査項目の全部又は一部について省略することができる。 

（４）事業場において実施した健康診断の結果、健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、健康を保持するため必要な措置について、健康診断が行われた日から 3

か月以内に、医師の意見を聴かなければならない。 

（５）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個人票を作成し、原則として、30 年間保存し

なければならない。 

 

 

 

問１８ 工業用の特定エックス線装置を用いて放射線装置室で透視を行うときに講ずべき措置に

ついて述べた次の文中の［  ］内に入れる A から C の語句又は数値の組合せとして、労

働安全衛生関係法令上、正しいものは（１）～（５）のうちどれか。 

ただし、エックス線の照射中に透視作業従事労働者の身体の一部が当該装置の内部に入る

おそれがあるものとする。 

「利用線錐
すい

中の受像器を通過したエックス線の空気中の［ A ］が、エックス線管の焦点

から［ B ］m の距離において、［ C ］µGy/h 以下になるようにすること。」 

A      B     C 

（１）吸収線量      1    17.4 

（２）吸収線量      1    30 

（３）吸収線量      5    30 

（４）空気カーマ率    1    17.4 

（５）空気カーマ率    5    17.4 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問１９ 次の A から D の場合について、所轄労働基準監督署長にその旨又はその結果を報告しな

ければならないものの全ての組合せは、（１）～（５）のうちどれか。 

A エックス線作業主任者を選任したとき。 

B 労働者数が 25 人の事業場で、電離放射線障害防止規則に基づく定期の電離放射線健康診断を

行ったとき。 

C 放射線装置室内の法令に基づき設けられた遮蔽物がエックス線の照射中に破損し、それによっ

て受ける実効線量が 15mSv を超えるおそれのある区域は生じていないが、照射を直ちに停止

することが困難な事故が発生したとき。 

D 放射線装置室の使用を廃止したとき。 

（１）A,B   （２）A,C   （３）A,C,D   （４）B,C   （５）B,C,D 

 

 

 

問２０ エックス線装置を用いて行う透過写真撮影の業務に常時従事する労働者 50 人を含めて、

800 人の労働者を常時使用する製造業の事業場の安全衛生管理体制として、労働安全衛生関

係法令上、選任しなければならないものに該当しないものは次のうちどれか。 

ただし、その他の有害業務はなく、衛生管理者及び産業医の選任の特例はないものとする。 

（１）総括安全衛生管理者 

（２）専属の産業医 

（３）3 人以上の衛生管理者 

（４）専任の衛生管理者 

（５）衛生工学衛生管理者免許を有する衛生管理者 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

次の科目が免除されている受験者は、問２１～問３０は解答しないでください。 

 

〔エックス線の測定に関する知識〕 

問２１ 放射線に関連した量とその単位の組合せとして、誤っているものは次のうちどれか。 

（１）電流 ……………………………… A 

（２）線減弱係数 ……………………… m－1 

（３）LET ……………………………… keV・µm－1 

（４）エネルギー・フルエンス ……… J・sec－1 

（５）W 値 ……………………………… eV 

 

 

 

問２２ 次の A から D の放射線検出器について、その出力が放射線のエネルギーの情報を含むも

のの全ての組合せは（１）～（５）のうちどれか。 

A 比例計数管 

B GM 計数管 

C 半導体検出器 

D シンチレーション検出器 

（１）A,B   （２）A,C,D   （３）B,C   （４）B,C,D   （５）A,D 

 

 

 

問２３ 被ばく線量測定に用いる放射線測定器とこれに関係の深い用語との組合せとして、誤っ

ているものは次のうちどれか。 

（１）蛍光ガラス線量計 …………………………… 写真作用 

（２）電離箱式 PD 型ポケット線量計 …………… 充電 

（３）熱ルミネセンス線量計（TLD） …………… グロー曲線 

（４）半導体式ポケット線量計 …………………… 空乏層 

（５）光刺激ルミネセンス（OSL）線量計 ……… 可視光刺激 

 

 

問２４ GM 計数管に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）GM 計数管には、放射線によって生じる放電を短時間で消滅させるため、消滅ガスとし

て、少量のアルコール又はハロゲンガスが混入される。 

（２）GM 計数管では、出カパルスの電圧が他の検出器に比べ、格段に大きいという特徴があ

る。 

（３）GM 計数管では、入射する放射線が非常に多くなると、弁別レベル以下の放電が連続し、

出カパルスが得られなくなる現象が起こる。 

（４）GM 計数管の不感時間は、100～200µs 程度である。 

（５）GM 計数管は、プラトー部分の中心部から少し高い印加電圧で使用する。 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問２５ エックス線の測定に用いる NaI（Tl）シンチレーション検出器に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。 

（１）蛍光物質にエックス線などの放射線が入射したときに放射される蛍光を利用した放射線検

出器である。 

（２）シンチレータに用いられる NaI（Tl）は潮解性があるため、アルミニウムのケースなどに

納められている。 

（３）エネルギー特性は電離箱に比べて劣るが、微弱線量率のエックス線の測定に適している。 

（４）光電子増倍管から得られる出カパルス波高は、入射エックス線の線量率に比例する。 

（５）1 つの光子の発生に必要な平均エネルギーは、約 30eV である。 

 

 

 

問２６ 放射線の測定などについての用語に関する次の記述のうち、誤っているもの はどれ

か。 

（１）放射線計測において、測定しようとする放射線以外の、自然又は人工線源からの放射線

を、バックグラウンド放射線という。 

（２）測定器の指針が安定せず、ゆらぐ現象をフェーディングという。 

（３）半導体検出器において、荷電粒子が半導体中で 1 個の電子・正孔対を作るのに必要なエネ

ルギーを ε 値といい、シリコン結晶の場合は約 3.6eV である。 

（４）放射線測定器によって一定時間放射線を測定したときの計数値のばらつき（分布）は、ポ

アソン分布となる。 

（５）出カパルスの計数を計測する放射線測定器を用いて低線量率の放射線を測定するときは、

時定数を大きく設定して測定する。 

 

 

 

問２７ 熱ルミネセンス線量計（TLD）と蛍光ガラス線量計（RPLD）とを比較した 次の記述

のうち、誤っているものはどれか。 

（１）線量読み取りのためには、TLD、RPLD の双方とも、専用の読み取り装置が必要である。 

（２）RPLD の方が、TLD より素子間の感度のばらつきが少ない。 

（３）線量を読み取るための発光は、TLD では加熱により、RPLD では緑色レーザー光照射によ

り行われる。 

（４）線量の読み取りは、RPLD では繰り返し行うことができるが、TLD では、線量を読み取る

ことによって素子から情報が消失してしまうため、1 回しか行うことができない。 

（５）素子の再使用は、TLD、RPLD の双方とも、使用後、高温下でのアニーリングにより可能

となる。 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問２８ GM 計数管式サーベイメータによりエックス線を測定し、1,200cps の計数率を得た。 

GM 計数管の分解時間が 100µs であるとき、数え落としの値（cps）に最も近いものは次

のうちどれか。 

（１）60   （２）80   （３）100   （４）120   （５）160 

 

 

 

問２９ あるエックス線について、サーベイメータの前面に鉄板を置き、半価層を測定したとこ

ろ 4.5mm であった。 

このエックス線のおおよそのエネルギーは（１）～（５）のうちどれか。 

ただし、エックス線のエネルギーと鉄の質量減弱係数との関係は下図のとおりとし、

loge2＝0.69 とする。 

また、この鉄板の密度は 7.8g/cm3とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）60keV   （２）70keV   （３）80keV   （４）90keV   （５）110keV 

 

 

 

問３０ 放射線防護のための被ばく線量の算定に関する次の A から D の記述について、正しいも

のの全ての組合せは（１）～（５）のうちどれか。 

A 外部被ばくによる実効線量は、法令に基づき放射線測定器を装着した各部位の 1cm 線量当量

及び 70µm 線量当量を用いて算定する。 

B 妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、腹・大腿
たい

部における 1cm 線量当量により算定する。 

C 皮膚の等価線量は、エックス線については 70µm 線量当量により算定する。 

D 眼の水晶体の等価線量は、エックス線については 1mm 線量当量により算定する。 

（１）A,B,C   （２）A,C,D   （３）A,D   （４）B,C   （５）B,D 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

次の科目が免除されている受験者は、問３１～問４０は解答しないでください。 

 

〔エックス線の生体に与える影響に関する知識〕 

問３１ 放射線感受性に関する次の記述のうち、ベルゴニー・トリボンドーの法則に従っていない

ものはどれか。 

（１）リンパ球は、骨髄中だけでなく、末梢
しょう

血液中においても感受性が高い。 

（２）皮膚の基底細胞層は、角質層より感受性が高い。 

（３）小腸の腺窩
か

細胞（クリプト細胞）は、絨
じゅう

毛先端部の細胞より感受性が高い。 

（４）骨組織は、一般に放射線感受性が低いが、小児では比較的高い。 

（５）脳の神経組織の放射線感受性は、成人では低いが、胎児では高い時期がある。 

 

 

問３２ 次の A から C の人体の組織・器官について、放射線感受性の高いものから順に並べたも

のは（１）～（５）のうちどれか。 

A 毛のう 

B 小腸粘膜 

C 甲状腺 

（１）A,B,C   （２）A,C,B   （３）B,A,C   （４）B,C,A   （５）C,A,B 

 

 

問３３ エックス線被ばくによる造血器官及び血液に対する影響に関する次の記述のうち、正しい

ものはどれか。 

（１）人が全身に LD50/60に相当する線量を被ばくしたときの主な死因は、造血器官の障害である。 

（２）造血器官である骨髄のうち、脊椎の中にあり、造血幹細胞の分裂頻度が極めて高いものは脊

髄である。 

（３）末梢
しょう

血液中の血球数の減少は、被ばく量が 1Gy 程度までは認められない。 

（４）末梢
しょう

血液中の血球のうち、被ばく後減少が現れるのが最も遅いものは血小板である。 

（５）末梢
しょう

血液中の赤血球の減少は貧血を招き、血小板の減少は感染に対する抵抗力を弱める原因

となる。 

 

 

 

問３４ 放射線の被ばくによる確率的影響と確定的影響に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。 

（１）確率的影響では、被ばくした集団中の影響の発生確率は、被ばく線量の増加とともに増加す

る。 

（２）確定的影響では、被ばく線量と影響の発生確率との関係が、シグモイド曲線で示される。 

（３）遺伝的影響には、確率的影響に分類されるものと確定的影響に分類されるものがある。 

（４）早期影響は、全て確定的影響に分類される。 

（５）しきい線量は、確定的影響には存在するが、確率的影響には存在しないと考えられている。 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問３５ 放射線による身体的影響に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

（１）身体的影響には、その重篤度が、被ばく線量に依存するものとしないものがある。 

（２）放射線により眼の水晶体上皮細胞に障害を受けると、白内障が発生する。 

（３）放射線による不妊は、晩発影響に分類される。 

（４）白血病以外の放射線による発がんは、一般に、がん好発年齢に達したころから増加するので、

被ばく時の年齢が若いほど潜伏期が長くなる。 

（５）放射線による白血病は、被ばく線量が大きくなるほど潜伏期が短くなる。 

 

 

 

問３６ 次の A から D の放射線影響について、その発症にしきい線量が存在するものの全ての組

合せは（１）～（５）のうちどれか。 

A 白血球減少 

B 永久不妊 

C 甲状腺がん 

D 脱毛 

（１）A,B,D   （２）A,C   （３）A,C,D   （４）B,C   （５）B,D 

 

 

 

問３７ 生物効果比（RBE）に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）RBE は、次の式で定義される。 

RBE＝
ある反応を起こす基準放射線の吸収線量

 同じ反応を起こす試験放射線の吸収線量
  

（２）RBE を求めるための基準となる放射線としては、60Co のベータ線が用いられる。 

（３）培養細胞の致死作用に関する RBE は、放射線の線エネルギー付与（LET）が高くなるにつ

れて増大し、最大値に達した後はほぼ一定の値となる。 

（４）ある生物効果についての RBE の値は、同じ線質の放射線であれば、線量率、温度、酸素分

圧などの照射条件が異なっても変わらない。 

（５）エックス線は、そのエネルギーの高低にかかわらず、RBE が 1 より小さい。 

 

 

問３８ 組織加重係数に関する次の A から D の記述のうち、正しいものの組合せは（１）～（５）

のうちどれか。 

A 組織加重係数は、各組織・臓器の確率的影響に対する相対的な放射線感受性を表す係数である。 

B 組織加重係数が最も大きい組織・臓器は、生殖腺である。 

C 組織加重係数は、どの組織・臓器においても 1 より小さい。 

D 被ばくした組織・臓器の平均吸収線量に組織加重係数を乗ずることにより、等価線量を得るこ

とができる。 

（１）A,B   （２）A,C   （３）B,C   （４）B,D   （５）C,D 
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（公財）安全衛生技術試験協会の公表問題から作成 

エック ス線作 業主任 者免許 試験 （ 2 0 2 4 年 1 0 月 公 表 ）  

問３９ 放射線による生物効果に関する次の現象のうち、放射線の間接作用によって説明すること

ができないものはどれか。 

（１）エックス線光子と生体内の水分子を構成する原子との相互作用の結果生成されたラジカルが、

生体高分子に損傷を与える。 

（２）温度が低下すると、放射線の生物効果は減少する。 

（３）生体中にシステイン、システアミンなどの SH 基をもつ化合物が存在すると、放射線の生物

効果は軽減する。 

（４）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量の放射線を照射するとき、不活性化される酵素の分子

数は酵素の濃度に比例する。 

（５）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量の放射線を照射するとき、酵素の濃度が減少するに従

って、酵素の全分子のうち、不活性化される分子の占める割合は増加する。 

 

 

 

問４０ 放射線による遺伝的影響に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

（１）生殖腺が被ばくしたときに生じる障害は、全て遺伝的影響である。 

（２）親の体細胞に突然変異が生じると、子孫に遺伝的影響が生じる。 

（３）胎児期に被ばくし、成長した子供には、その後に遺伝的影響を起こすことはない。 

（４）胎内被ばくを受け、出生した子供にみられる発育遅延は、遺伝的影響である。 

（５）倍加線量は、放射線による遺伝的影響を推定する指標とされ、その値が大きいほど遺伝的影

響は起こりにくい。 

 

（終 り） 

 


